
 

都市計画道路の見直しについて具体的な評価対象路線等のお問い合わせは 

 大阪府建築都市部総合計画課 施設計画グループ 

電 話 ０６－６９４１－０３５１ 内線３９６５  ＦＡＸ ０６－６９４４－６７７８ 

E-MAIL sogokeikaku@sbox.pref.osaka.lg.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.pref.osaka.lg.jp/sokei/ 
 

＜H15.4月～H16.2月＞ 

第一弾見直し 

南河内地域 

＜H15.11月～H16.12月＞ 

第二弾見直し 

南河内・泉州地域 
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平成 18年 2月作成 

未着手  

３８％(932km） 

整備済＋整備中  

６２％（1,493km） 

１５％（142km） 

都市計画道路の整備状況（平成 12年度末現在、大阪市を除く） 
計画決定後 30年以上 

経過している路線 

８５％（790km） 

未着手の内訳 

都市計画道路全体（２，４２５ｋｍ）の内 

未着手の都市計画道路の割合は 

未着手路線（９３２ｋｍ）の内、 

30年以上経過しているものの割合は 

大阪府では、 

都市計画決定後長期間にわたり事業未着手の都市計画道路について、これからの大阪

の将来都市像に沿った計画となっているかを点検・検証し、存続または廃止の位置付

けを行うために、路線の必要性を評価する方法と適切な見直しを行う手順などをまと

めた、「大阪府都市計画道路見直しの基本的指針」を平成 15年 3月に策定しました。 

 現在、この指針に基づき、見直し作業を進めております。 

都市計画道路の区域では、自由には建築ができないという制限があり（都市計画法

第 53条）、しかもそれが長期化していることから、地域の活性化が阻害されている

のではないかという懸念がある。 

長期未着手の都市計画道路は、計画当初と社会経済情勢が大きく変化していること

から、既に代替路線が存在しているなど、必要性が変化している可能性がある。 

○市街地拡大の収束傾向 

 産業経済構造の変化による事業所数の減少や人口減少社会の到来により市街地の拡大は収束しつつある。 

○地方分権時代の到来 

 都市計画についても地方自治体が、それぞれの責任において、主体的に取り組むことができるようになった。 

など 

 

府域 
*

の都市計画道路のうち、事業未着手の「幹線街路」 

 

〔１〕計画決定後概ね 30年以上経過している路線        

〔２〕地形・地物との不適合を有する路線 

存 続 

 

路線の評価  

〔１〕路線の属する圏域の道路密度 

〔２〕上位計画等における路線の位置付け 

〔３〕路線の有する機能 

〔４〕代替機能となる路線等の存在 

〔５〕路線存続に支障となる要因 

検証項目 
〔１〕将来交通需要への対応 

〔２〕当該路線の固有の課題への対応 
〔１〕〔２〕の検証から廃止による支障の度合いが低い 

Step 3 路線の機能評価 

Step 1 見直し検討の対象とする範囲 

Step 2 評価対象路線の抽出 

Yes 

Yes 

No 

No 

〔１〕〔２〕のいずれかに該当する 

廃止検討路線の抽出 

廃止候補路線の抽出 

＊：大阪市を除く 
廃 止 候 補 路 線 

関
係
機
関
と
の
調
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カ
ル
テ
を
作
成 

廃 止 検 討 路 線 

Step4 廃止検討路線の他の視点からの検証 

市町村協議調整 

廃止候補路線

抽出 
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都市計画 
案の縦覧 
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約 
2～3ヶ月 

約 
2～3ヶ月 

約 
１ヶ月 

約 
１ヶ月 

約 
１ヶ月 

約 
１ヶ月 

約 １０ ～ １２ ヶ 月 
約 
１ヶ月 

約 
１ヶ月 

見直し・都市計画手続の流れ 

告 

示 

見直し全体スケジュール 

藤井寺市・美原町・大阪狭山市・

富田林市・河内長野市 

松原市・羽曳野市・堺市・高石市・泉大津市・忠岡町・泉佐野市

＜H16.7月～H17.8月＞ 

第三弾見直し 

北河内・中河内地域等 

＜H17.3月～H18.2月＞ 

第四弾見直し 

豊能・三島地域等 

枚方市・寝屋川市･交野市･門真市･守口市･ 

四條畷市･八尾市･柏原市・岸和田市･貝塚市

路線毎に、上記評価項目を総合的に評価圏域全体から見た場合で必要性が低い 

池田市・豊中市･吹田市･茨木市･摂津市･ 

島本町･大東市・東大阪市･和泉市 

 

継続中 

 

高槻市・箕面市 
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